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                      2013.07.07 

・豊作を願う 

ガレージの天井に日除けを兼ねて”ゴーヤ”を植えた。烈日に車中が光熱におおわれるのを和らげ

るためだが、約 2台のスペースに四方から覆うように５本も植え、芽の伸びるのを毎朝観察するが

楽しみであるが、一面に茂ったのを想像すると少々植え過ぎのように思うが。我が園芸管理責任者

「恐山」の指示である批判は禁句だ。植えた場所によって発育も違う、岩盤のために肥沃な土地で

なく土壌づくりに「恐山」も苦労したようだ。◆現在こそ生活様式も近代化され、排泄物や生ごみ

は機械処理されているが、半世紀前頃には農作物の肥料の大半はこれらを利用していた。また、田

畑の耕作の動力は人や牛であり、潅漑の水引きも足踏み式の水車だ。当然稲の植え付けも手仕事だ

った。苗を植えれば手入れもいらないゴーヤだが、初めて野菜を栽培して農作業の苦労の一端を体

験◆朝食の野菜ジュースに小松菜・バナナ・りんご・豆乳を入れるが、冬季の小松菜は一束１００

円程度であったが、昨日拙生が自主的に買い出しに行くと、なんと一束２９８円３倍だ。今後ジュ

ースに小松菜の代わりにゴーヤを入れよう。小指ほどのものが８本車上に実り、ジュースにサラダ

やゴーヤチャンプルに今夏はゴーヤ尽くしで、門口に”ご自由にお持ち帰りください”と並べるこ

とを願う日々である。 

2013.07.14 

    ・今日も元気で 

昨日は上空の寒気の影響で雷や降水があった。雨水が瞬時にタンクが満水、急ぎバケツに水差しに

あらゆる容器に保存。庭木も大きく葉を広げて歓喜しているようだ。ガレージのゴーヤも水を得た

魚のように、しなびた葉が生気を取り戻す様に自然の恵みに感謝、日々冷房機器の使用を控えるわ

が身も”欣喜雀躍”の思いだ。◆昨日は老人会のビデオ観賞会約２８名の参加で２７度と涼しく冷

やされた部屋で”お元気”と笑顔・えがおで交わす言葉のなかでひと時を楽しんだ。くれぐれも熱
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中症に気を付けて過ごしてください。 

2013.07.21 

・参議院選挙 

今日も投票に行ってきました。選挙権を得て５０有余年棄権したことがないのが自慢。”「行政が悪

い、企業が悪い、市民が悪い」と責任のなすり合いでは、解決が遠のくばかり。すべての国民が一

票の重さを自覚すれば日本は大きく飛躍する”が親父の言葉であった。拙生が誕生後７年間戦争で

外地を転戦、終戦の混乱期に苦労した親父の言葉が投票の度に思い出す。国民の義務一票が日本を

変えると信じ。”たかが一票されど一票”である。 

2013.07.28 

・合歓の花 

すがすがしい早朝散歩が続く、楽しみの一つが里山の樹木や家庭の庭に咲く花々である。特に７月

から８月にかけて咲く合歓（ねぶ）の花が満開である。大形の二回羽状複葉が互生して長さ３０cm

になり羽柄がある。羽片は１０枚前後でこれに多数の小葉が向き合ってついている。葉は夕方に睡

眠運動によって閉じるが、花は夕方に開き夜になっても咲いている。２０個程度が固まって散形状

に咲く紅色の雄しべが多数で花弁よりも雄しべが美しい。木の高さは８メートルほどだが、花は遠

くから見ても美しい。しっとりと雨に濡れたネムの花には、心もしっとりとした美しさが感じられ、

朝露の中で眺める余裕が心の妙薬となるようだ。”雨の日や まだきにくれて ねむの花”（蕪村） 雨

の日は 早くから暗くなるので 咲く」の意では・・？◆祇園祭・天神祭りもおわり静かになり元に

戻った町の風情だが、これから父親が子供たちや家庭への引率への始まりでもある。特に幼年期の

子には社会学習が必要であり、父と子の絆を深める大切なサマースクールとなる。幼児はちょっと

した大人の言葉やしぐさが将来へ影響することがある。◆ある子供が級友から変な絵と笑われた。

だが先生は三重丸を書いてくれた。その子は三重丸でおおいに自信をつけ、絵を描くのが好きにな

った。上手にもなった。他の教科の成績も上がった。そして大きくなって有名な画家になった。周

りから評価されなくても、たった一人でも側で見守り、たたえてくれる人がいれば、人は自分の可

能性を信じることができる。◆一つの自信が挑む心を育む、未来の宝である子供たちを、どんな小

さなことでもいい、頑張ったことに三重丸の励ましを送ってあげたい。まずは挨拶”おはよう・・

こんにちは・・こんばんは”からはじめよう。 

2013.08.04 

   ・ふれあいキャンプ 

土・日の二日間、民生児童委員会が主催する、ひとり親家庭のいきいきふれあいキャンプのお手伝
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いをする。京都府内に在住する父子家庭の親子が、八幡市の施設でプール・レクリェーション・キ

ャンプファイヤー・交流会などで絆を深める事業である。◆今、単身世帯の増加、少子高齢化など

で、地域の人間関係はもとより、家族の絆さえ希薄化が進んでいるとされています。無縁社会の言

葉が現実味を増す時代です。しかし他人との関わりが無い生活は一面では気楽だが、「孤独・孤立」

という負の側面を持ちます。現代は、それが社会問題化するほど深刻化しています。◆人は人と人

との関わりの中で成長し、命の輝きを増していくことでしょう。現代において、地域に友情の輪を

広げ、老人会がすすめる「健康・友愛・奉仕」の活動も「人間の絆」を深める運動であります。日

ごろから朗らかに心の交流推進することで、そこから新たな喜びと躍動が生まれます。 

2013.08.11 

・家庭教育 

烈日が続いています。記録的な猛暑、公園の噴水で童が水遊び、泳ぎを得意とする子を「河童」

というが、日よけに水皿があれば少しは涼しいかと思えるほど暑い。日本の各地で今までにない

降水が予報され、多くの人命が失われている。天災だけではない、◆日本の借金１００８兆円、

原発汚染水、消費税、東南海地震への脅威、日本国土尖閣諸島問題、中国・韓国問題など、小学

６年生の学童と雑談の話題が、いま日本が抱えている問題が出てくるのに驚いた。多分家庭での

会話が情報源であろうが、テレビのバラエティー番組ばかりでなく、広く情報を子供にも分かる

ように説き聞かせる姿はまさに、「人の両親ほど 最も自然にして 最も好適な教育者はいない」

と教育者ヘルバルトの言葉にある。家庭教育の重要性を子供から教えられた。白首北面の日であ

った。 

2013.08.18 

・我が夏は多忙 

厳しい暑さが続いています。皆さんはいかがお過ごしでしょうか？帰郷して親の元気な姿を、家族

で国内・外旅行、友と親交を深めるなどは余裕のある楽しみな夏季。就活や勉学に励む努力の夏季、

レジャー産業に従事する方にとっては多忙極まりない夏季。烈日の中で人それぞれ忙しく活動して

いる姿は、まさに日本人さすが日本人だ。◆そういう仲間に拙生も入っていたいと毎年念願する。

今年も人様が余暇を楽しむときに多忙である。”貧乏暇なし”これ程素晴らしい言葉はない。動・

考・作・悩など汗みどろになることが多いほど幸せである。冷房に浸ることは決して健康にはよく

ない。◆厳暑だが心頭滅却すればなんとやら「頭に智・心に炎・身には活」この気概で後期高齢期

を楽しもう・・・・わしは今日も元気だ。 

2013.08.25 

・悲惨さの継承 

今月六日以来の降水、庭木の緑も精彩がなく色あせ、日除けのゴーヤも黄色くなり水不足であろう。

水道水では補水に限度がある。天からの恵みが一番だ。が、この恵みも程度によりけり、大水害と
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なり人命が奪われ被害の続出に心が痛む◆終戦記念日のこの月に、原爆の悲惨さを描いた「はだし

のゲン」が松江市教育委員会が市立小中学校に閲覧の制限を要請した。中には過激な描写の一部も

あろうが、戦争の悲惨さは描写い表現できない残忍さもある。肉親を失った主人公が困難に負けず

逞しく生き抜く物語であり、戦争体験者の高齢化に伴い世界から戦争をなくし原爆の恐ろしさを、

若人に継承して行きたいものである。 
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